
  

泌尿器科疾患に対するロボット支援腹腔鏡下手術の有用性についての研究 

に関する臨床データの研究利用についてのお願い 

 

研究の概要・背景 

 

 前立腺癌に対する腹腔鏡下前立腺全摘除術、腎癌に対する腹腔鏡下腎部分切除術をはじめ、

泌尿器科領域では多くの術式に対してロボット支援手術が保険適応となっています。本研究

は、当科で da Vinci Surgical System を使用したロボット支援手術が施行される症例にお

いて、ロボット手術の有用性について研究を行うものです。ロボット支援下手術の治療効果、

安全性を検討することを目的とします。 

 

 

試料・情報の利用目的・方法（他機関への提供を含む） 

 

病歴、血液・尿検査結果、画像検査、病理検査、術中所見、術後検査、術後合併症、予後

(非再発生存期間、全生存期間ほか)などを診療データベースから抽出して分析、評価します。 

 研究に携わる関係者は、個人情報保護法に基づき、研究対象者の個人情報を厳格に保護し

ます(患者さんの名前、生年月日、電話番号など個人情報を直接特定できるような情報の取

り出しは行いません)。 

 

 

対象者・期間 

 

対象者：2022年 4月以降に長岡赤十字病院泌尿器科で前立腺癌に対するロボット支援腹腔

鏡下前立腺全摘除術を施行された方、腎癌に対するロボット支援腹腔鏡下腎部分切除術を

施行された方 

 

期間：2022年 4月 1日〜2030年 12月 31日 

 

 

データ利用のお願いと申し出について 

 

 これらの臨床データは通常の診療で記録されたもので、患者さんに新たな負担はありませ

ん。また、個人を特定できるような状態でデータを使用することはありません。研究結果を

学会や論文発表させて頂くことがありますが、個人を特定されるような情報が公開されるこ



  

とはありません。本研究の目的と、臨床データ利用に関するご理解とご協力をよろしくお願

い申し上げます。 

なお、本研究に関するさらなる説明をご希望の方、また、本研究において臨床データの利

用を希望されない方は下記問い合わせ窓口にご連絡ください。研究不参加を申し出られたと

しても、患者さんが不利益を受けることは一切ありません。 

 

 

 

 

【お問い合わせ先】 

長岡赤十字病院  

担当医師： 米山 健志  鈴木 一也 

〒940-2085 新潟県長岡市千秋 2-297-1 

電話：0258-28-3600(代)、FAX：0258-28-9000(代) 


